
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和2年度 令和3年度 計

円 円 円

事業費 35,223,100 17,248,000 52,471,100

交付金額 34,200,000 16,650,000 50,850,000

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　　付紙様式第２

事　業　評　価　書

　文化会館にて、当該道路の近隣住民および利用している町民に聞き取り調
査を実施した結果、計20名分の回答を得た。
20名中17名の町民が各項目(走り心地・安全性・運転しやすさ・雨水の排水)
において事業前より良くなったと回答しており、道路利用者の安全性及び快
適性が確保されたと確認できた。

 特定防衛施設周辺整備調整交付金事業としての周知は小山町ホームページで
公表を行うとともに、工事施工時に近隣住民への回覧により行った。

特になし

無し

事 業 費 及 び 交 付 金 額

　東富士演習場関連公共用施設（交通施設:町道原向本線）整備事業

　小山町長

　小山町　菅沼　地内

　当該道路は、幅員5.0mの道路であり、周辺には文化会館、棚頭工業団地な
どが立地しており、町民の生活及び生産業にとって重要な路線である。ま
た、北郷地区と小山地区とを結び、町民の生活道路としても重要な路線であ
る。道路の現状は、経年劣化等によるわだち掘れ、ひびわれが発生していて
車両の通行への快適性や安全性が損なわれている。
舗装補修工事実施により車両通行の円滑化を図り、通勤、観光、利用する地
元住民、車両の安全性及び快適性の確保を図る。

施工延長 L=752ｍ (舗装工 R2：A=2454ｍ2 , R3：A=1512ｍ2)

　令和2年度から令和3年度



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

H30年度 R3年度 計

円 円 円

事業費 3,672,000 13,486,000 17,158,000

交付金額 3,300,000 11,000,000 14,300,000

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　　付紙様式第２

事　業　評　価　書

　東富士演習場関連公共用施設（産業の振興に寄与する施設：佐野川下
堰用水路）整備事業

　小山町長

　小山町　用沢　地内

　無

事業費及び交付金額

　佐野川の本流から取水する佐野川下堰用水路は、用沢地区の中流地域
から位置し、農地への用水供給に重要な役割を果たしているが、本流か
らの砂流入により堆積土による取水障害が起こり、十分な水量確保がで
きない状況となっている。
　このため、本用水路に沈砂池を整備し、土砂を排出することで、用水
の安定供給を図り、地域の産業の振興に寄与するものである。

　全体：測量設計　沈砂池工
　平成30年度：測量設計　沈砂池工　２池
　令和３年度：水路工　沈砂池工　１池

　平成３０年度から令和３年度（令和元年度、令和2年度は除く）

　
　地元受益者代表である水利組合長に聞き取りを行ったところ、当該補
助事業の実施によって、用水量が安定的に確保された。
　また、沈砂池工を設置したことで農地への土砂の流入が解消された。
　特定防衛施設周辺調整交付金事業であることの周知については、地域
住民には工事開始前に地元区長を通じて工事の概要を回覧した際に行
い、さらに周辺地権者には現場で工事説明会をおこなった際に周知し
た。

　特になし



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

円 円 円 円 円 円

26,493,020 67,311,259 54,897,904 54,361,530 54,938,850 60,271,831

交付金 38,600,000 49,050,000 63,518,000 32,231,000 46,000,000 38,010,000

市町村費等 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0

運用益 1,928 6,808 6,372 25,023 2,518 227

計 38,601,928 49,056,808 63,524,372 32,256,023 46,002,518 38,010,227

24,200,000 49,420,000 50,000,000 50,000,000 40,000,000 37,000,000

14,401,928 14,038,736 27,563,108 9,819,131 15,821,649 16,831,876

29年度 30年度 令和元年度 2年度 3年度 4年度

円 円 円 円 円 円

57,300,092 59,378,831 61,345,660 51,845,150 58,613,224

交付金 50,000,000 38,000,000 20,000,000 42,000,000 30,000,000

市町村費等 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

運用益 195 2,872 3,239 118 161

計 50,000,195 38,002,872 20,003,239 42,000,118 30,000,161 0

37,200,000 37,200,000 40,000,000 42,000,000 30,000,000

29,632,071 30,434,943 10,438,182 10,438,300 10,438,461

基
金
造
成
額

基
金
造
成
額

事業費及び交付金額

事業費

基金処分額

基金残額

事業費

基金処分額

基金残額

　１８歳までの子ども医療費の助成

　平成２３年度から令和４年度まで

事　業　評　価　書

　東富士演習場関連特定事業（医療に関する事業：医療費助成事業）

　小山町長

　小山町　全域

　本町は、誰もが安心して子育てできる環境の施策の１つとして１８歳までの子ども医
療費を無料化にしている。
　また、医師会など関係機関の協力のもと広域医療連携の充実を図り、更なる子育て環
境の充実を図る。
　このため子ども医療費に交付金を充当することで財源を安定的に確保し、住民の満足
度向上を図る。



５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 計
円 円 円 円 円 円

606,757,351

交付金 447,409,000

市町村費等 0

その他 0

運用益 49,461

計 0 0 0 0 0 447,458,461

437,020,000

10,438,461

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

基金残額

事業費及び交付金額

事業費

基
金
造
成
額

基金処分額

　無

　無作為抽出の住民へのアンケートの結果、91％が満足していると回答があり、本制度
の満足度は高く、子育て環境の充実が図られた。
　こども医療費を利用する保護者に対し交付通知への表記で特定防衛施設周辺整備交付
金が充てられている旨の記載等周知の実施と、事業実施後、町ホームページで公表し
た。

　無



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

 平成23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

円 円 円 円 円 円

13,908,273 33,232,080 41,648,297 40,305,807 43,145,861 43,846,290

交付金 1,000,000 10,000,000 28,000,000 23,000,000 36,190,000 27,000,000

市町村費等 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0

運用益 60 3,519 1,736 9,735 2,156 165

計 1,000,060 10,003,519 28,001,736 23,009,735 36,192,156 27,000,165

0 10,000,000 18,000,000 25,000,000 35,000,000 20,000,000

1,000,060 1,003,579 11,005,315 9,015,050 10,207,206 17,207,371

29年度 30年度 令和元年度 2年度 3年度 4年度

円 円 円 円 円 円

32,156,449 29,549,178 29,131,022 30,334,920 27,641,892 0

交付金 27,000,000 20,000,000 15,000,000 26,800,000 22,000,000 0

市町村費等 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0

運用益 184 2,342 2,367 148 216 0

計 27,000,184 20,002,342 15,002,367 26,800,148 22,000,216 0

20,000,000 22,000,000 23,000,000 26,800,000 22,000,000 0

24,207,555 22,209,897 14,212,264 14,212,412 14,212,628 0

基
金
造
成
額

基
金
造
成
額

事業費及び交付金額

事業費

基金処分額

基金残額

事業費

基金処分額

基金残額

　各種予防接種費用の助成

　平成２３年度から令和４年度まで

事　業　評　価　書

　東富士演習場関連特定事業（医療に関する事業：予防接種事業）

　小山町長

　小山町　全域

　本町では、自分自身の健康に関心を持つよう啓発活動に努める中、感染症に対しても
同様に啓発活動、予防対策を地域ぐるみで取り組むことで予防接種率を高い率で維持し
ていく。
（参考指標）
　各種予防接種の過去３年間（平成３０年度から令和２年度まで）の平均接種率　実績
９７.９％



５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 計

円 円 円 円 円 円

364,900,069

交付金 235,990,000

市町村費等 0

その他 0

運用益 22,628

計 236,012,628

221,800,000

14,212,628

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

基金残額

事業費及び交付金額

事業費

基
金
造
成
額

基金処分額

　無

　令和３年度は各種予防接種の平均接種率が９４％となり、過去３年間の平均を下回る
も、９０％を超える高い接種率となった。今後も高い接種率を維持していく。
　対象者への問診票への記載による周知の実施と、事業実施後、町ホームぺージで公表
した。

　無



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和2年度 3年度 4年度 5年度 6年度 7年度

円 円 円 円 円 円

314,003,646 294,858,670

交付金 216,056,000 195,447,000

市町村費等 0 0

その他 0 0

運用益 0 1,270

計 216,056,000 195,448,270 0 0 0 0

128,678,752 195,447,000

87,377,248 87,378,518

8年度 9年度 10年度 11年度 計

円 円 円 円 円 円

608,862,316

交付金 411,503,000

市町村費等 0

その他 0

運用益 1,270

計 0 0 0 0 0 411,504,270

324,125,752

87,378,518

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事　業　評　価　書

　東富士演習場関連特定事業（福祉に関する事業：こども園の運営に関する事業）

　小山町長

　小山町　全域

　本町では、町内にこども園があり、安心して子どもを生み育てることができる環境づ
くりを目的とする子育て支援施設を展開し、児童が安心して保育を受けられる環境を整
備する。また生涯にわたる人間形成基礎を培う幼児教育を充実させ、子育てに悩む保護
者等に対する相談体制、関係機関との連携を強化し、家庭や地域に開かれた幼児教育環
境を確立する。
（参考指標）
保育、幼児教育に対する満足度を確認する。

　こども園保育教諭職員給与、賃金（正職員、会計年度職員）

　令和２年度から令和１１年度まで

　無

基
金
造
成
額

基
金
造
成
額

事業費及び交付金額

事業費

基金処分額

基金残額

　保護者へのアンケート結果から、「園では交通安全教室・花火教室・避難訓練等、乳
幼児の安全に関する適切な指導が行われている」が79.7％と高い評価を受けており、幼
児児童の安全安心に対する満足度は高い。
　各こども園の掲示板で周知の実施と、事業実施後、町ホームページで公表した。

　地域全体で子育て支援を行えるよう、こども園の行事情報発信や、地域の幼児児童が
参加できる行事等の情報発信を検討する。

事業費

基金処分額

基金残額


